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               審   査   の   要   旨 
 
本論文で著者は、イモリの陸生期における卓越した再生能力を説明するため、イモリにしかな
い再生遺伝子を探索した。本研究において独自に構築した遺伝子データベースはすでに公開さ
れており、今後、様々な研究に活用されることが期待される。本研究では、イモリ固有の遺伝子
は見つからなかったが、有尾両生類の進化過程で出現したとみられる遺伝子Newtic1を初めて同
定した。Newtic1は赤血球の新奇機能と関連しているものとみられ、少なくともアカハライモリ
では、陸生期特異的に再生に関わることを明らかにした。Newtic1が、外傷部の赤血球に発現し、
その赤血球がEryCを形成して様々な因子を再生芽に運んでいるという発見は、Newtic1やEryC、
そして運ばれる因子が、陸生期の再生に欠かせない何らかの機能を担っている可能性を強く示
唆している。これら本研究成果の新規性や分野に対する貢献度は極めて大きいものと評価でき
る。また、本研究は、哺乳類以外の脊椎動物がもつ赤血球のはたらきが、酸素運搬だけでなく、
多岐にわたる可能性を浮き彫りにした。このことは、血液の概念を大きく変えるものであり、再
生研究のみならず生物科学の今後の発展に大きく寄与するものと評価できる。 
 平成３０年６月２６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
